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概要
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2016年度研究データTF
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活動内容
RDMトレーニングツールの開発
ケーススタディによる研究データ管理ノウハウの蓄積

メンバー
尾城孝一 東京大学附属図書館 （主査）
山地一禎 国立情報学研究所 （副主査）
前田翔太 北海道大学附属図書館
三角太郎 千葉大学附属図書館
天野絵里子 京都大学学術研究支援室
大園隼彦 岡山大学附属図書館
西薗由依 鹿児島大学学術情報部
南山泰之 国立極地研究所情報図書室



RDMトレーニングツールの開発
• 目的

• 学 習 者 が 研 究 デ ー タ 管 理 （ RDM: Research Data
Management）に関する基礎的な知識を習得する

• 各機関におけるRDMサービス構築の足掛かりを得る
• 内容

• 全7章から構成されるeラーニング教材（MOOCにて提供）
• 動画講義、理解度確認テスト、ワーク

• 受講対象者
• 図書館、IT部門、研究支援部門の職員（URA）等
• オープンサイエンスや研究データ管理に関心のある教職員
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機関による研究データ管理サービス
研究データの一貫した計画的管理をサポート
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http://www.dcc.ac.uk/resources/developing-rdm-services

http://www.dcc.ac.uk/resources/developing-rdm-services


内容紹介

2017/06/07 2017_RDMオープンフォーラム トレーニングツールの開発 6



データのライフサイクルと教材の構成
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第1章導入
• 研究データ管理の重要性が増している背景や、研究
データ、研究データ管理の定義について
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第2章データ管理計画
• 効果的なデータ管理に欠かせないデータ管理計画に関
し、作成義務化の動向や、その構成要素について
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第3章保存と共有
• 研究データの、研究期間中の保管や長期保存に関する
留意点について

• 研究データの共有に関し、その意義や検討すべき点、
共有方法について
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第4章組織化、文書化、メタデータ作成

• 研究データを長期的に管理・活用するために欠かせな
い、一定のルールに則ったデータの組織化や、データ
について説明する文書やメタデータの作成について
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第5章法・倫理的問題
• 研究データをめぐる著作権や、再利用を促進するため
のライセンスの仕組みについて

• センシティブデータを取り扱う上での留意点や研究倫
理について
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第6章ポリシー
• 国や助成団体、機関、出版者等による、研究データの保
存や共有を求めるポリシー策定の動向や要件について

2017/06/07 2017_RDMオープンフォーラム トレーニングツールの開発 13



第7章研究データ管理サービスの設計
• 前章までの内容を踏まえ、学習者が自機関での研究デー
タ管理サービスを構築していくためのステップについて
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機関による研究データ管理サービス
研究データの一貫した計画的管理をサポート
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http://www.dcc.ac.uk/resources/developing-rdm-services

各機関がその実情に即して
自分の機関に合わせた独自のサービス設計を行うことが重要

↓
本トレーニングツールがその一助となることを期待

http://www.dcc.ac.uk/resources/developing-rdm-services


今後の展開と課題
• RDMトレーニングツールの公開

• JMOOC/gaccoでの開講へ（2017.11予定）
• 教材素材の公開（JPCOAR Webサイトにて6/6公開）

http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/
• スライド、スクリプト
• 再利用可能な形での提供

• RDMトレーニングツールの活用促進
• 持続可能な教材開発体制の確立

• 内容のアップデート
• RDMトレーニングツールの段階的拡充
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